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Six-year-experience of pressed flower in Special Nursing Home
for the Elderly
− Production of pressed flower became a reason for living for an elderly woman“A”−
Recreation is not only important for improving mental, physical activities of the elderly persons in Special 
Nursing Home for the Elderly but might also useful for increasing motivations of stuffs in the same home.
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１）Special Nursing Home for the Elderly“Gerontopia Niigata”
























































































































































（Quality Of Life ：QOL）の向上を目指すものであ
り、高齢者施設においては、食事、入浴、排泄とい
う三大介護に匹敵する重要なケアの一つだというこ
とができる。実際に利用者の多くの笑顔を見る機会
を得ることができるのは、レクリエーションや行事
である。活動性が落ち表情が乏しくなった方でも、
レクリエーションを通して思いがけない活発な行動
や積極的な会話をされることがあり、その方の能力
を過小評価していたと反省させられることもある。
利用者に対する理解を深めるためにも、楽しんで参
加している利用者と接することは重要である。
　介護職員にとって、日々ADLが低下し体力や気
力が弱っていく利用者をケアしつづけることは心理
的につらいことである。しかし、利用者の楽しむ姿
は介護職員に達成感を与え、元気づける。利用者の
笑顔はケアに携わる職員の仕事への意欲につながり、
モチベーションの向上など相乗効果を生む可能性が
ある。今後は施設におけるレクリエーションの介護
職員に対する効果を検証していく予定である。
Ⅳ．まとめ
　今回高齢者自らが自主的に企画、運営に携わるレ
クリエーションが、自己実現欲求を満たし、生きが
いとなり得ることを経験した。
　更にレクリエーションは、高齢者施設の利用者の
心身の機能の維持・改善に役立つばかりではなく、
それに携わる職員の精神的な安定と労働意欲を高め
る可能性がある。今後の課題としては、職員自身も
楽しみ利用者にも楽しんでもらえるようなプログラ
ムの開発と、職員のレクリエーション実践能力の向
上が挙げられる。
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